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阪急不動産株式会社（本社：大阪市北区／代表取締役社長：島田隆史）と株式会社大林組（本

社：東京都港区／取締役社長：白石達）のグループ（代表企業：阪急不動産㈱）は、阪急茨木駅前

ソシオ管理組合（区分所有者１３４名）が平成２６年１２月より実施した「（仮称）阪急茨木市駅

西地区 市街地再開発事業 事業パートナー募集選定」において、事業パートナーとして選定され

ましたのでお知らせいたします。 

 

阪急茨木市駅西地区は、大阪万国博覧会の開業に合わせた昭和４４年の市街地改造事業により、

駅前広場（公共施設）と民間施設ソシオ茨木（茨木ビル・永代ビル）が一体的に整備されました。

しかし、築後数十年が経過し、ソシオ茨木の建物・設備の老朽化にともない、平成２０年より建替

えの検討を開始し、平成２６年１２月の管理組合臨時総会にて建替え推進決議が可決され、ソシオ

茨木建替え推進委員会が発足して現在に至ります。 

 

複数の企業が応募した事業パートナー募集選定では、アンケート審査及びプレゼンテーション審

査の結果、再開発事業の豊富な実績や取り組み体制の構築、現在考えられる課題等の柔軟な対応姿

勢が見受けられたことから「阪急不動産・大林組グループ」が事業パートナー予定者として選定さ

れ、３月２８日に開催された同管理組合の臨時総会にて正式に決定されました。 

 

「阪急不動産・大林組グループ」は、同管理組合や株式会社ユーデーコンサルタンツ、茨木市と

パートナーシップを形成し、今後、ソシオ茨木及び市営駐車場、駅前広場を含む区域における都市

再開発法に基づく市街地再開発の事業化に向け、阪急茨木市駅西地区の新たなまちづくりに取り組

んでまいります。 

 

【ニュースリリース配布先】 大阪建設記者クラブ、青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（仮称）阪急茨木市駅西地区 市街地再開発事業」における 

「事業パートナー」選定について  

 
■ 本件に関するお問い合わせ先 ■

阪急不動産株式会社 総務人事部 久保、吉川 

ＴＥＬ：06-6313-3340／ＦＡＸ：06-6313-1283 

 

株式会社大林組 本社ＣＳＲ室広報部 鈴木・小椋 

 ＴＥＬ：03-5769-1014／ＦＡＸ 03-5769-1910 



 

≪参考≫ 

①事業施行区域（予定） 

事業施行区域は、市街地改造事業により整備されたソシオ茨木および駅前広場と市営駐車場を含め

た茨木市永代町の一部（下図の赤点線の範囲）を予定しております。 

 

 

②市街地改造ビルの概要 

 
 

 

 



 

③市営駐車場の概要 

 

 

④これまでの主な経緯 

１９６９年１２月 市街地改造事業により、ソシオ茨木および駅前広場を整備 

阪急茨木市駅前市街地改造ビル管理㈱を設立 

１９７９年 ４月 市営駐車場を整備 

１９９２年 ３月 阪急茨木市駅高架事業完了 

２００８年 ７月 ソシオ茨木建替え基本構想策定に向けた検討開始 

２０１３年 ６月 阪急茨木駅前ソシオ管理組合設立 

１１月 市街地再開発事業によるソシオ茨木の建替えに関する要望書を 

茨木市長に提出 

２０１４年 ６月 ソシオ茨木建替え検討委員会発足 

     １２月    建替え推進決議可決  

            ソシオ茨木建替え推進委員会発足 

   事業パートナー募集選定開始 

２０１５年 １月    事業パートナーの募集に際して事前アンケート調査実施 

      ２月    事業パートナーの募集に際してプレゼン実施 

 

※阪急茨木駅前ソシオ管理組合は阪急電鉄茨木市駅の西口駅前ビルの地権者（134 名）などで構成

する。ソシオ１茨木ビルの規模は地下２階地上６階建て延べ１万６９９０平方㍍、ソシオ２永代ビ

ルは地下２階地上４階建て延べ４６３２平方㍍。いずれも完成後４５年が経ち、老朽化している。

所在地は茨木市永代町。 

 

 

 


